
 

 

 

 

令和元年度第３回（第21回） 

ＩＣＴ利活用教育の推進に関する 

事業改善検討委員会 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年(2020年)２月６日（木） 

佐賀県教育委員会 

 



議事次第 

 

Ⅰ 開 会 

 

 

Ⅱ 教育委員会挨拶 

 

 

Ⅲ 報 告 

 令和元年度の取組について（１１月～） 

 

 

 

Ⅳ 協 議 

 １ 大学１年生を対象とした情報活用に関する意識調査について 

 

 

 

２ 学習用パソコンを利活用した学校の取組について 

 

 

 

 ３ プレゼンテーションに関する評価基準について 

 

 

 

Ⅴ 事務連絡 

 

 

 

Ⅵ 閉 会 



令和元年度 ⼤学１年⽣を対象とした情報活⽤に関する意識調査 
 
問 あなたは、次のことがどのくらいできますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査時期：９  １０  
対象：県内の四年制⼤学に在籍する１年⽣ 
県⽴⾼校出⾝ n=213  それ以外 n=456① 1 分間で 40 ⽂字程度の速さでタイピングすること。

② 関連するファイルを⼀つのフォルダにまとめたり、
フォルダの階層化を⾏うなどファイルを整理したりす
ること。 

③ 主に⽂章ソフトを使⽤してレポート等の課題を作
成する際、フォントや段落などを⼯夫し⾒やすい⽂章
として作成すること。

④ 主に⽂章ソフトを使⽤してレポート等の課題を作成
する際、図や表などを使い、説得⼒のある⽂章として作
成すること。 

⑤ 主に表計算ソフトを使⽤してレポート等の課題を
作成する際、グラフや表を⽤いて、⽐較ができるように
作成すること。

⑥ 主に表計算ソフトを使⽤してレポート等の課題を作
成する際、集めたデータを簡単な関数や数式を⽤いて分
析すること。 

⑦ 主にプレゼンテーションソフトを使⽤して発表す
る際、図やグラフなどをスライドに挿⼊して分かりや
すくすること。

⑧ 主にプレゼンテーションソフトを使⽤して発表す
る際、スライドの順序や論理性に注意し、⾃分の考えを
伝えるようにすること。 ⑨ 簡単なプログラミングをすること。

できる･･･1、ややできる･･･2、あまりできない･･･3、できない･･･4 
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資料１



 
 
問 あなたは、次のことをどのくらいしますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．発表の際、⾃分とは異なる視点での質問があること
を想定すること。 

２．簡単なフローチャートなどの⼿順図を描いて作業
を進めること。 

３．ソフトやアプリを活⽤して、互いの考えを交換し共
有すること。

４．必要な情報を得る際、インターネット（検索）や
図書、新聞など調べる⼿段を使い分けること。

５．得られた情報が正しいものかどうかを根拠をもとに
判断すること。

６．表やグラフなどの複数の資料から必要なものを選
び、変化や傾向を読み取ること。 ７．動画サイトなどで講義や授業の動画をみること。

８．インターネット上にある練習問題や試験対策問題
を解くこと。 ９．学習ソフトやアプリを使って勉強すること。

よくする･･･1、時々する･･･2、あまりしない･･･3、全くしない･･･4 
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調査時期：９  １０  
対象：県内の四年制⼤学に在籍する１年⽣ 
県⽴⾼校出⾝ n=213  それ以外 n=456
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収
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ど
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